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◆入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）◆ 
 

１．教育理念・目的 

本学の理念は、「公立大学法人青森県立保健大学は、青森県の保健、医療及び福祉に係る諸課題の解決に

向けて、「いのち」を育んできた創造性と四季豊かな自然に恵まれた地域特性を生かした教育研究活動を進

め、ヒューマンケアを実践できる人間性豊かな人材を育成するとともに、青森県立保健大学を地域に開かれ

た大学として地域社会、ひいては国際社会の発展に貢献する」ことです。 

 

２．求める学生像 

本学は、看護・理学療法・社会福祉・栄養の各学科において、健康科学を探究し、多職種と連携・協働し

ながらヒューマンケアを実践し、地域社会に貢献する意欲をもつ学生を求めます。 

 そのため、本学では、高等学校段階までに培われる「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等の能力」、

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」に加え、保健、医療及び福祉分野への「意欲、専門分野

への興味・関心」を有する学生を求めます。 

各学科が求める具体的な資質等については、各学科のアドミッション・ポリシーに示します。 

 

３．入学者選抜の基本方針 

本学では、「２．求める学生像」に示す資質・能力を、多面的・総合的に評価するため、一般選抜（前期

日程・後期日程）、学校推薦型選抜、社会人・学士選抜等の多様な方法で選抜を行います。 

一般選抜では、基礎学力に加え、思考力、判断力、表現力及び専門職として学ぶ意欲等を総合的に評価し

ます。 

学校推薦型選抜では、高等学校段階での基礎的な学力に加え、思考力、判断力、表現力、主体性、学修意

欲及び本学で学ぶ適性等を総合的に評価します。学校推薦型選抜は、「県内人材育成枠」及び看護学科にお

ける「キャリア形成支援枠」により実施します。「県内人材育成枠」では、青森県という地域特性を生かし

た高度で豊かな教育を受ける意欲を有する、青森県にゆかりのある受験生を対象に選抜を行います。また、

看護学科の「キャリア形成支援枠」では、青森県の地域包括ケアを担う看護職の育成を目的として、大学と

病院との共同プログラムであるキャリア形成支援制度の趣旨を理解し、その制度に参加する意思を有する受

験生を対象に選抜を行います。 

社会人・学士選抜では、多様な経験や学修歴を踏まえ、本学で学ぶ目的意識、学修意欲及び専門職として

の適性を総合的に評価します。 

また、本学では、障害の有無その他の学修上の配慮を要する状況にかかわらず、学修に必要な能力と意欲

を有する者を広く受け入れ、必要な合理的配慮の提供に努め、公正かつ適切な入学者選抜を実施します。 

 

４．各学科アドミッション・ポリシー 
 

看護学科 

看護学科は、人間の生涯にわたる健康生活を支え、援助できる人材を育成します。したがって、様々な
境遇や健康段階にある人々を、共感や関心を持って多方面から理解し、地域特性を踏まえた社会的ニーズ
に対応し、専門職として倫理的に行動することが求められます。 
このため、次のような資質を有する学生を求めます。 
（知識・技能） 
１ 特定の教科に偏らず、高等学校（中等教育学校を含む。）で学ぶ各教科の基礎的内容を十分に理解し
ている。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 
１  人間と健康との関係を論理的に考えることができる。 
２  自らを表現し、周囲の人に自分の考えを的確に伝えることができる。 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
１  自ら進んで意欲的に学ぶことができる。 
２ 豊かなコミュニケーション能力を持ち、適切な人間関係を保つことができる。 
３ 多様な人々の生き方や価値観を理解し、相手の気持ちを尊重できる。 
（意欲、専門分野への興味・関心） 
１  専門的知識・実践力・倫理的態度を身につける意欲がある。 
２ 看護に関心を持ち、看護職として地域社会に貢献する意欲がある。  

 



 
 

 

理学療法学科 

理学療法学は、障害などによって体の動きが低下して日常生活に支障が出ている人や、その恐れがある
人が自立した日常生活が送れるように、運動療法などによって基本的な動作能力の回復や維持を支援する
専門領域です。したがって、障害を有する人たちに対する理解と共感、科学的探究心、責任感および主体
的な問題解決能力が求められます。また、保健、医療及び福祉のシステムの中で、他の専門職の関係者と
連携・協働して作業することも求められます。 
このため、次のような資質を有する学生を求めます。 
（知識・技能） 
１ 特定の教科に偏らず、高等学校（中等教育学校を含む。）で学ぶ各教科の基礎的内容を十分に理解し
ている。 

２ 理学療法学を学ぶために基礎となる科目、特に物理や生物、化学を理解している。 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 
１ 理学療法の科学的探究の基盤となる、論理性を有する。 
２  自らの発言や行動に責任をもち、周囲の人に自分の考えを的確に伝えることができる。 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
１  向上心を持って自己研鑽に努め、自ら課題を発見してその解決に向けて努力することができる。 
２  人々の多様な立場や考えを理解したうえで良好な人間関係を構築し、周囲と協働して作業ができる。 
（意欲、専門分野への興味・関心） 
１  医学や医療に対する関心度が高く、特に理学療法分野で目的意識と情熱を持って地域社会に貢献す
る意欲がある。 

２ 理学療法学の科学的探究や研究活動に関心を持ち、生涯にわたり理学療法学の発展に貢献する意欲が
ある。 

 

社会福祉学科 

社会福祉学科は、社会の事象や動向を的確に認識し、生活主体者としての人間の尊厳を深く理解した上
で、社会生活上の困難を抱えた人に対する専門的支援ができる人材を養成し、ひいてはヒューマンケアを
実践できる人を育成しています。 
このため、次のような資質を有する学生を求めます。 
（知識・技能） 
１ 特定の教科に偏らず、高等学校（中等教育学校を含む。）で学ぶ各教科の基礎的内容を十分に理解し
ている。 

２ 社会福祉学を学ぶために基礎となる科目、特に倫理、公共、政治・経済等を理解している。 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 
１  個人や社会の事象を客観的に把握し、論理的に説明できる基礎的な技能を有し、さらに、これらの技
能を高める意欲がある。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
１  他者の立場を理解し、かつ他者と共感的に関わることができる。 
２  他の人々と協働するための柔軟性や協調性を育む意欲がある。 
（意欲、専門分野への興味・関心） 
１  社会福祉の向上を目指し、目的意識を持って地域社会に貢献する意欲がある。 

 

栄養学科 

栄養学は保健・医療分野のなかで基盤となる学問です。その学問および実践の専門家である管理栄養士
は、食品、調理といった口に入る前のことから、体内での代謝・生理、また人々の食行動に関するさまざ
まな要因について理解する必要があり、幅広い学問的基礎と深い洞察力、柔軟な応用力が求められます。 
このため、次のような資質を有する学生を求めます。 
（知識・技能） 
１ 特定の教科に偏らず、高等学校（中等教育学校を含む。）で学ぶ各教科の基礎的内容を十分に理解し
ている。 

２  栄養学の専門分野を主体的に学ぶための基礎となる科目、特に生物や化学を理解している。 
（思考力・判断力・表現力等の能力） 
１  人間の健康と栄養との関係を論理的に考え、的確に伝えることができる。 
２ 栄養学を通して生命と健康にかかわる真理を追求することに情熱がある。 
（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
１ 豊かなコミュニケーション能力と“Think globally, act locally”の感覚を持っている。 
（意欲、専門分野への興味・関心） 
１  健康の維持・増進、疾病の予防・回復・再発防止を目指して、食を通した人々への支援に取り組み 
たいという目的意識を持って地域社会に貢献する意欲がある。 

２  地域における農林水産食品の加工・調理や機能性にかかわる研究開発にチャレンジする意欲がある。 
３  ヒューマンケアを実践したいという夢と情熱を持っている。 



 
 

 

５．選抜方法とアドミッション・ポリシーとの対応 
 

看護学科 

（○＝該当する項目、◎＝該当するもののうち特に重視する項目） 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

社会人・ 

学士選抜 

総合問題 ◎ ○   

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

成績証明書 ○    

学
校
推
薦
型
選
抜 

県内 

人材 

育成枠 

総合問題 ◎ ○   

作文  ○ ◎  

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

調査書 ○  ○  

ｷｬﾘｱ 

形成 

支援枠 

総合問題 ◎ ○   

作文  ○ ◎  

個別面接  ○ ○ ◎ 

ｷｬﾘｱ形成面接 ○ ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

調査書 ○  ○  

一
般
選
抜 

前期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

小論文 ○ ◎  ○ 

面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

後期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

集団討論  ○ ◎ ○ 

まとめ文  ○   

個別面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

 

 

 

 

 



 
 

 

理学療法学科 

（○＝該当する項目、◎＝該当するもののうち特に重視する項目） 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

社会人・ 

学士選抜 

総合問題 ◎ ○   

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

成績証明書 ○    

学校推薦型 

選抜 
 

(県内人材 

育成枠) 

総合問題 ◎ ○   

作文  ○ ◎  

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

調査書 ○  ○  

一
般
選
抜 

前期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

小論文 ○ ◎  ○ 

面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

後期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

集団討論  ○ ◎ ○ 

まとめ文  ○   

個別面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

社会福祉学科 

（○＝該当する項目、◎＝該当するもののうち特に重視する項目） 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

社会人・ 

学士選抜 

総合問題 ◎ ○   

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

成績証明書 ○    

学校推薦型 

選抜 
 

(県内人材 

育成枠) 

総合問題 ◎ ○   

作文  ○ ◎  

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

調査書 ○  ○  

一
般
選
抜 

前期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

小論文 ○ ◎  ○ 

面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

後期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

集団討論  ○ ◎ ○ 

まとめ文  ○   

個別面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

編入学者選抜 

総合問題 ◎ ○   

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

成績証明書 ○    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

栄養学科 

（○＝該当する項目、◎＝該当するもののうち特に重視する項目） 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

学校推薦型 

選抜 
 

(県内人材 

育成枠) 

総合問題 ◎ ○   

作文  ○ ◎  

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

調査書 ○  ○  

一
般
選
抜 

前期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

小論文 ○ ◎  ○ 

面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

後期 

日程 

大学入学共通テスト ◎ ○   

集団討論  ○ ◎ ○ 

まとめ文  ○   

個別面接  ○ ○ ◎ 

調査書 ○  ○  

 

入試区分 選抜方法 

評価視点 
 

1)知識・技能 
 

2)思考力・判断力・ 

 表現力等の能力 

 

3)主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

 

4)意欲、専門分野 

への興味・関心 

編入学者選抜 

総合問題 ◎ ○  ○ 

面接  ○ ○ ◎ 

志望理由書    ○ 

成績証明書 ○    
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Ⅰ 令和９年度 青森県立保健大学入学者選抜概要 

 

◆ 入学定員・募集人員 

学 部 

・ 

学科名 

入学 

定員 

募集人員 

一般選抜 学校推薦型選抜 社会人 

・ 

学士選抜 
前期日程 後期日程 

県内人材 

育成枠 

キャリア形成

支援枠 

健
康
科
学
部 

看 護 学 科 105名  47名  6名  45名  5名  2名  

理学療法学科 31名  15名  3名  12名  —  1名  

社会福祉学科 50名  25名  4名  20名  —  1名  

栄 養 学 科 30名  19名  3名  8名  —  —  

計 216名  106名  16名  85名  5名  4名  

※学校推薦型選抜及び社会人・学士選抜の入学手続完了者が募集人員に満たない場合は、その欠員分を 

一般選抜（前期日程）に含めて選抜します。 

 ※学校推薦型選抜は、県内者のみ出願できます。 

 

◆ 選抜日程 

選抜区分 出願期間 試験日 合格発表 入学手続 

社会人･学士選抜 

令和８年 

８月18日(火)～ 

８月21日(金) 

令和８年 

９月12日(土) 

令和８年 

９月18日(金) 

令和８年 

９月18日(金)～ 

10月１日(木) 

学校推薦型選抜 

令和８年 

11月２日(月)～ 

11月９日(月) 

令和８年 

11月28日(土) 

令和８年 

12月８日(火) 

令和８年 

12月８日(火)～ 

12月18日(金) 

一
般
選
抜 

前 期 日 程   

令和９年 

１月25日(月)～ 

２月３日(水) 

 

令和９年 

２月25日(木) 

令和９年 

３月８日(月) 

令和９年 

３月８日(月)～ 

３月15日(月) 

後 期 日 程  
令和９年 

３月12日(金) 

令和９年 

３月24日(水)  

令和９年 

３月24日(水)～ 

３月27日(土) 

※ 出願期間の３日程度前からインターネット出願登録が可能です。 

※ 令和９年度大学入学共通テスト 令和９年１月16日(土)、17日(日) 

※ 入学手続について、土・日・祝日の受付は行いません。ただし、一般選抜後期日程の入学手続最終日 

３月27日（土）のみ受付を行います。 
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Ⅱ 一般選抜 

  

一般選抜は、分離分割方式により前期日程、 後期日程に分けて募集します。 

 

◯ 出願資格 

一般選抜に出願する者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ令和９年度大学入学共通テストで本学

の指定する教科・科目をすべて受験していることを要します。 

教科・科目の選択方法については、４～７ページのほか、大学入試センターが公表する「受験案内」

等をよく確認してください。 

 

（１）高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）を卒業した者及び令和９年３月卒業見込み

の者 

 

（２）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者及び令和９年３月修了見込みの者 

 

（３）学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 150条の規定により、 高等学校を卒業した者

と同等以上の学力があると認められる者及び令和９年３月 31日までにこれに該当する見込みの者 

 

◯ 出願上の注意 

（１）同一日程で試験を実施する２つの大学・学部に出願することはできません。 

 

（２）本学の前期日程の各学科と後期日程の各学科との学内併願を認めます。 

 

（３）他の国公立大学（分離分割方式を採用していない公立大学を除く）に合格し、入学手続を行った者

は、本学を受験しても合格者にはなりません（重複して入学手続を行った事実が判明した場合は、本

学の入学許可を取り消します）。 

 

（４）他の国公立大学（分離分割方式を採用していない公立大学を除く）の総合型選抜・学校推薦型選抜

の合格者は、当該大学の入学辞退の許可を得た場合を除き、本学に出願しても入学許可は得られませ

ん（辞退の許可を得ずに入学手続を行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します）。 

 

（５）他の国公立大学（分離分割方式を採用していない公立大学を除く）の前期日程試験に合格し、入学

手続を行った者は、本学の後期日程試験を受験してもその合格者にはなりません（重複して入学手続

を行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します）。 

 

◯ 選抜方法 

入学者の選抜は、大学入学共通テスト及び本学が実施する個別学力検査等の成績並びに調査書の内容

を総合して行います。 

 

 （１）実施教科・科目等 

    ４～７ページ参照 

 

 （２）面接の実施方法 

    【前期日程】 

     複数の教員により、10～15分程度の個別面接を行う。出願の際に提出された調査書を面接の際の

参考資料として使用します。 

    【後期日程】 

     複数の教員により、受験者複数人の集団討論（40～55分程度。まとめ文の作成を含み、受験者数

に応じて所要時間が異なります。）及び 10分程度の個別面接を行います。出願の際に提出された調

査書を面接の際の参考資料として使用します。 
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 （３）合否判定基準 

    【前期日程】 

     大学入学共通テスト、小論文及び面接の総得点順に合格者を決定します。 

    【後期日程】 

     大学入学共通テスト及び面接の総得点順に合格者を決定します。 

    【前期日程・後期日程共通】 

     判定の結果、基準に満たないと認められる場合には、合格者が募集人員に満たない場合であって

も不合格とする場合があります。特に、面接の得点が基準に満たない場合は、不合格とする場合が

あります。 

 

◯ 試験会場 

青森県立保健大学（青森市大字浜館字間瀬 58－１） 
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令和９年度青森県立保健大学一般選抜の実施教科・科目等 

 

学部 健康科学部 

学科 看護学科 

選抜区分 前期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 地理歴史，公民 数学 理科 外国語 

科目名等 『国語』 『地理総合，地理探究』『歴史総

合，日本史探究』『歴史総合，世

界史探究』『公共，倫理』『公

共，政治・経済』『地理総合/歴

史総合/公共』 

『数学Ⅰ，

数学Ａ』 

『物理』『化

学』『生物』

『物理基礎/化

学基礎/生物基

礎/地学基礎』 

『英語(リーデ

ィング及びリ

スニング)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «1 科目選択» 注１ 注２ «必須» «1 科目選択» 

注１ 注２ 

«必須» 注３ 

 

配点等 100 100 100 100 200 注４ 

配点合計 600 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 小論文 面接 

２段階選抜 － 

配点 100 100 

配点合計 200 

計 800 

  

学部 健康科学部 

学科 看護学科 

選抜区分 後期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 数学 理科 外国語 

科目名等 『国語』 『数学Ⅰ，数学Ａ』 『物理』『化学』『生

物』『物理基礎/化学

基礎/生物基礎/地学

基礎』 

『英語(リーディング

及びリスニング)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «必須» «1 科目選択» 

 注１ 注２ 

«必須» 注３ 

 

配点等 100 100 100 100 注５ 

配点合計 400 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 面接 注６ 

２段階選抜 － 

配点 200 

配点合計 200 

計 600 

注１上記から２科目受験した場合は、得点の高い科目を合否判定に用いる。 

注２『地理総合/歴史総合/公共』は３出題範囲から２つ、また『物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎』は地学基礎を除く３

出題範囲から２つを選択解答すること。 

注３リーディング又はリスニングのいずれか一方を受験しなかった者（リスニング免除者を除く。）は、出願資格を有しない。 

注４リーディングは100点満点を160点満点に換算、リスニングは100点満点を40点満点に換算し、合計200点満点とする。リス

ニングを免除された場合は、リーディングの得点（100点満点）を200点満点に換算した得点を、外国語の得点とする。 

注５リーディングは100点満点を80点満点に換算、リスニングは100点満点を20点満点に換算し、合計100点満点とする。リスニ

ングを免除された場合は、リーディングの得点（100点満点）のみをもって、外国語の得点とする。 

注６｢面接｣内容は、集団討論及び個別面接とする。集団討論は、まとめ文（討論の内容を要約し、討論を通して感じたことや

考えをまとめるもの）作成を含む。 
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学部 健康科学部 

学科 理学療法学科 

選抜区分 前期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 数学 理科 外国語 

科目名等 『国語』 『数学Ⅰ，数学Ａ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，

数学Ｃ』 

『物理』『化学』『生

物』から 2 科目 

『英語(リーディン

グ及びリスニン

グ)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «2 科目必須» «2 科目選択» «必須» 注１ 

 

配点等 200 200 200 200 注２ 

配点合計 800 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

 

 

 

 

科目名等 小論文 面接 

２段階選抜 － 

配点 150 50 

配点合計 200 

計 1000 

  

学部 健康科学部 

学科 理学療法学科 

選抜区分 後期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 数学 理科 外国語 

科目名等 『国語』 『数学Ⅰ，数学Ａ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，

数学Ｃ』 

『物理』『化学』『生

物』から 2 科目 

『英語(リーディン

グ及びリスニン

グ)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «2 科目必須» «2 科目選択» «必須» 注１ 

 

配点等 200 200 200 200 注２ 

配点合計 800 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 面接 注３ 

２段階選抜 － 

配点 200 

配点合計 200 

計 1000 

注１リーディング又はリスニングのいずれか一方を受験しなかった者（リスニング免除者を除く。）は、出願資格を有しない。 
注２リーディングは100点満点を160点満点に換算、リスニングは100点満点を40点満点に換算し、合計200点満点とする。リス

ニングを免除された場合は、リーディングの得点（100点満点）を200点満点に換算した得点を、外国語の得点とする。 

注３｢面接｣内容は、集団討論及び個別面接とする。集団討論は、まとめ文（討論の内容を要約し、討論を通して感じたことや

考えをまとめるもの）作成を含む。 
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学部 健康科学部 

学科 社会福祉学科 

選抜区分 前期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 地理歴史，公民 数学 外国語 

科目名等 『国語』 『地理総合，地理探究』『歴史

総合，日本史探究』『歴史総

合，世界史探究』『地理総合/

歴史総合/公共』から 1 科目 

『公共，倫理』『公共，政治・

経済』『地理総合/歴史総合/公

共(再掲)』から 1 科目 

『数学Ⅰ，数学Ａ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，

数学Ｃ』から 1 科目 

『英語(リーディング

及びリスニング)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «2 科目選択» 注２ «1 科目選択» 注１ «必須» 注３ 

 

配点等 100 地理歴史100 公民 100 100 200 注４ 

配点合計 600 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 小論文 面接 

２段階選抜 － 

配点 250 50 

配点合計 300 

計 900 

  

学部 健康科学部 

学科 社会福祉学科 

選抜区分 後期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 地理歴史，公民 数学 外国語 

科目名等 『国語』 『地理総合，地理探究』『歴

史総合，日本史探究』『歴史

総合，世界史探究』『公共，

倫理』『公共，政治・経済』

『地理総合/歴史総合/公共』

から 1 科目 

『数学Ⅰ，数学Ａ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，

数学Ｃ』から 1 科目 

『英語(リーディング

及びリスニング)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «1 科目選択» 注１ 注２ «1 科目選択» 注１ «必須» 注３ 

 

配点等 100 100 100 100 注５ 

配点合計 400 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 面接 注６ 

２段階選抜 － 

配点 200 

配点合計 200 

計 600 

注１上記から２科目受験した場合は、得点の高い科目を合否判定に用いる。 

注２『地理総合/歴史総合/公共』は３出題範囲から２つを選択解答すること。 

注３リーディング又はリスニングのいずれか一方を受験しなかった者（リスニング免除者を除く。）は、出願資格を有しない。 
注４リーディングは100点満点を160点満点に換算、リスニングは100点満点を40点満点に換算し、合計200点満点とする。 

リスニングを免除された場合は、リーディングの得点（100点満点）を200点満点に換算した得点を、外国語の得点とす 

る。 

注５リーディングは100点満点を80点満点に換算、リスニングは100点満点を20点満点に換算し、合計100点満点とする。 

リスニングを免除された場合は、リーディングの得点（100点満点）のみをもって、外国語の得点とする。 

注６｢面接｣内容は、集団討論及び個別面接とする。集団討論は、まとめ文（討論の内容を要約し、討論を通して感じたことや

考えをまとめるもの）作成を含む。 
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学部 健康科学部 

学科 栄養学科 

選抜区分 前期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 国語 数学 理科 外国語 

科目名等 『国語』 『数学Ⅰ，数学Ａ』

『数学Ⅱ，数学Ｂ，

数学Ｃ』 

『物理』『化学』『生

物』から 2 科目 

『英語(リーディン

グ及びリスニン

グ)』 

科目選択 

方法等 

«必須» «2 科目必須» «2 科目選択» «必須» 注２ 

 

配点等 200 200 200 200 注３ 

配点合計 800 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 小論文 面接 

２段階選抜 － 

配点 150 50 

配点合計 200 

計 1000 

  

学部 健康科学部 

学科 栄養学科 

選抜区分 後期日程 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

教科 数学 理科 外国語 

科目名等 『数学Ⅰ，数学Ａ』 

『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 

『化学』『生物』から 1 科目 『英語(リーディング及びリ

スニング)』 

科目選択 

方法等 

«2 科目必須» «1 科目選択» 注１ «必須» 注２ 

 

配点等 200 200 200 注３ 

配点合計 600 

個
別
学
力 

検
査
等 

教科名 その他  

科目名等 面接 注４ 

２段階選抜 － 

配点 200 

配点合計 200 

計 800 

注１上記から２科目受験した場合は、得点の高い科目を合否判定に用いる。 

注２リーディング又はリスニングのいずれか一方を受験しなかった者（リスニング免除者を除く。）は、出願資格を有しない。 

注３リーディングは 100 点満点を 160 点満点に換算、リスニングは 100 点満点を 40 点満点に換算し、合計 200 点満点とする。

リスニングを免除された場合は、リーディングの得点（100 点満点）を 200 点満点に換算した得点を、外国語の得点とす

る。 
注４｢面接｣内容は、集団討論及び個別面接とする。集団討論は、まとめ文（討論の内容を要約し、討論を通して感じたことや

考えをまとめるもの）作成を含む。 
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Ⅲ 学校推薦型選抜 

◯ 出願資格 

次ページ以降を参照してください。学校推薦型選抜における「高等学校等」とは、高等学校、中等教

育学校、高等部を置く特別支援学校、文部科学大臣が指定した在外教育施設及び文部科学大臣の指定を

受けた専修学校高等課程の学科を含みます。 

 

◯ 出願上の注意 

（１）大学入学共通テストの受験を要しません。 

 

（２）出願書類に重大な虚偽記載が認められた場合、又は出願資格要件を満たしていないことが判明した

場合は、入学後であっても入学の許可を取り消すことがあります。 

 

（３）他の国公立大学（分離分割方式を採用していない公立大学を除く）の学校推薦型選抜の合格者は、

当該大学の入学辞退の許可を得た場合を除き、本学を受験しても合格者になりません（許可を得ず入

学手続きを行った事実が判明した場合は、本学の入学許可を取り消します）。 

 

（４）県内者は、青森県内の高等学校等を令和９年３月に卒業見込みの者、又は青森県外の高等学校等を

令和９年３月に卒業見込みの者で、本人又はその配偶者若しくは一親等の親族が出願期間の最終日の

１年前から引き続き青森県内に住所を有する者をいいます。 

 

（５）各校からの推薦人数は制限を設けません。 

 

（６）学校推薦型選抜において、県内人材育成枠とキャリア形成支援枠の併願はできません。 

 

（７）キャリア形成支援枠について 

キャリア形成支援枠で不合格となった者は、キャリア形成面接の得点を除いた総合点により、県内

人材育成枠に組み入れて合否判定します。 

 

◯ 選抜方法 

次ページ以降を参照してください。 

 

◯ 試験会場 

青森県立保健大学（青森市大字浜館字間瀬 58－１） 
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令和９年度学校推薦型選抜（県内人材育成枠） 

 

実施学部・学科名 
健康科学部 

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科 

募 集 人 員 ４５名 １２名 ２０名 ８名 

目      的 

青森県立保健大学は、保健・医療・福祉の分野において、ヒューマンケアを実践でき

る人間性豊かな専門職を育成し、地域社会の健康と福祉の向上に寄与することを目的

としている。この目的の実現のため、県内人材育成枠では、保健・医療・福祉の専門

職を目指し、将来、青森県内で活躍することが期待される県内者を受け入れる。 

出 願 資 格 

次の各号のいずれにも該当し、高等学校等の長が責任を持って推薦できる者とする。 

（１）県内者である者（県内者については８ページ参照） 

（２）高等学校等を令和９年３月卒業見込みの者（学校教育法施行規則（昭和 22 年

文部省令第 11 号）第 104 条第３項の規定により、学年の途中において、又は学

期の区分に従い、高等学校の卒業を認められる者を含む） 

（３）合格した場合には、必ず入学することを確約できる者 

（４）調査書の「全体の学習成績の状況」が 3.8以上である者 

選 抜 方 法 等 

以下の内容を総合して行う。 

① 総合問題 

  各学科のアドミッション・ポリシーを踏まえ、入学後の修学に必要な科学的思考

力及び論理的思考力を問う。加えて、全学科共通問題において英語力を問う。 

② 作文 

  高校での学びや体験を通し、学力の３要素のうち「主体性・多様性・協働性」に

ついて学んだ内容を振り返るための作文を課す。テーマは試験当日に示す。作文の

内容は面接で問われることがある。 

③ 面接（個別面接） 

④ 志望理由書 

⑤ 調査書 

面接の実施方法 
複数の教員により、15～20分程度の個別面接を行う。出願時に提出された調査書及び

志望理由書を、面接の際の参考資料として使用する。 

配 点 

  

学科 総合問題 作文 面接(個別面接) 総合点 

看護学科 100 30 70 200 

理学療法学科 100 30 70 200 

社会福祉学科 100 30 70 200 

栄養学科 100 30 70 200 
 

 

合 否 判 定 基 準 
総合問題、作文及び面接(個別面接)の総得点順に合格者を決定する。ただし、面接の

得点が基準に満たない場合は、不合格とする場合がある。 

出 願 期 間 令和８年 11月２日（月）～令和８年 11月９日（月） 

選 抜 期 日 令和８年 11月 28日（土） 

合 格 発 表 日 令和８年 12月８日（火） 

備 考 上記は変更となる場合があります。学生募集要項を必ず確認してください。 
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令和９年度学校推薦型選抜（キャリア形成支援枠） 

 

実施学部・学科名 
健康科学部 

看護学科 

募 集 人 員 ５名 

目 的 

青森県立保健大学は、保健・医療・福祉の分野において、ヒューマンケアを実践でき

る人間性豊かな専門職を育成し、地域社会の健康と福祉の向上に寄与することを目的

としている。この目的の実現のため、キャリア形成支援枠では、青森県の地域に求め

られる看護職の育成を目指し、キャリア形成支援制度に参加する意思を有する県内者

を受け入れる。 

出 願 資 格 

次の各号のいずれにも該当し、高等学校等の長が責任をもって推薦できる者とする。 

（１）県内者である者（県内者については８ページ参照） 

（２）高等学校等を令和９年３月卒業見込みの者（学校教育法施行規則（昭和 22 年

文部省令第 11 号）第 104 条第３項の規定により、学年の途中において、又は学

期の区分に従い、高等学校の卒業を認められる者を含む） 

（３）合格した場合には、必ず入学することを確約できる者 

（４）調査書の「全体の学習成績の状況」が 3.8以上である者 

（５）本学ホームページに掲載する「キャリア形成支援制度説明動画」を視聴し、正

確に理解した上で、「キャリア形成支援制度理解度チェックシート（兼意思確認

書）」を提出する者 

（５）将来、青森県内の看護職として従事しようとする意欲を持ち、キャリア形成支

援制度の趣旨を理解し、当該制度に参加する意思のある者 

選 抜 方 法 等 

以下の内容を総合して行う。 

① 総合問題 

  各学科のアドミッション・ポリシーを踏まえ、入学後の修学に必要な科学的思考

力及び論理的思考力を問う。加えて、全学科共通問題において英語力を問う。 

② 作文 

  高校での学びや体験を通し、学力の３要素のうち「主体性・多様性・協働性」に

ついて学んだ内容を振り返るための作文を課す。テーマは試験当日に示す。作文の

内容は面接で問われることがある。 

③ 面接 

  ・個別面接（県内人材育成枠と同様の面接） 

・キャリア形成面接 

    キャリア形成支援制度の趣旨等に関する理解を確認するとともに、受験者が

居住する地域の現状や課題に対する認識並びに将来、看護職として地域にどの

ように関わりたいと考えているかを確認する。 

④ 志望理由書 

⑤ 調査書 

面接の実施方法 

複数の教員により 15 分程度の個別面接を行った後、10 分程度のキャリア形成面接を

行う。出願時に提出された調査書及び志望理由書を、面接の際の参考資料として使用

する。 

配 点 

  

 
 

学科 総合問題 作文 
面接 

総合点 
個別面接 キャリア形成面接 

看護学科 100 30 70 50 250 

合 否 判 定 基 準 
総合問題、作文、面接の総得点順に合格者を決定する。ただし、個別面接又はキャリ

ア形成面接の得点が基準に満たない場合は、不合格とする場合がある。 

出 願 期 間 令和８年 11月２日（月）～令和８年 11月９日（月） 
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選 抜 期 日 令和８年 11月 28日（土） 

合 格 発 表 日 令和８年 12月８日（火） 

キャリア形成支援 

制 度 の 趣 旨 等 

１ キャリア形成支援制度の趣旨 

  キャリア形成支援制度は、「地域に求められる看護職」を育成するため、大学と地

域の医療機関が連携・協力し、在学中から卒業後まで一貫したキャリア形成支援を

行うことを目的としている。 

 ここでいう「地域に求められる看護職」とは、急性期・回復期・慢性期・在宅医

療など、地域の医療機能を理解し、多職種や関係機関と連携しながら、地域全体の

医療を支える総合力・実践力を有する看護職を指す。 

２ キャリアサポートプログラムの概要 

  地域の中核病院等が作成するキャリアサポートプログラムに基づき、卒業後は急

性期病院を拠点として、回復期・慢性期・在宅医療等を含む医療機関において、概

ね６年程度を標準として、段階的に経験を積む。 

  ローテート勤務は、地域医療を広く理解し、看護職としての成長を支えるための

機会として位置づけられている。 

  ローテート勤務終了後は、最初の拠点となる急性期病院に戻り、地域医療を担う

看護職として勤務することを基本とする。 

３ キャリア形成支援制度の特徴 

 ① 在学中から、専属のキャリアサポートコーディネーター及び教員による継続的

なキャリア形成支援を受けることができる。 

 ② 卒業後も、大学と医療機関が連携した継続的なキャリア形成支援を受けること

ができる。 

 ③ 急性期・回復期・慢性期・在宅医療など地域の多様な医療機能を計画的に経験

し、段階的に専門性と総合力を高めることができる。 

 ④ 先輩学生や卒業生、医療機関の看護職等との交流機会を通して、将来のキャリ

アについて具体的に考えることができる。 

 ⑤ 将来的な大学院進学や専門看護師・認定看護師等へのキャリアアップを見据え

た支援体制が整っている。 

 ⑥ キャリア形成支援制度の一環として、一定の条件を満たした場合には、卒業後

２年目に奨励金（25万円）が交付される。 

備 考 

１ 入学手続書類とあわせて、「キャリア形成支援制度参加確約書（保護者の署名必

須）」を提出する必要があります。 

２ キャリア形成支援制度の詳細は、本学ホームページをご覧ください。 

 

https://www.auhw.ac.jp/carrier/chiikiteichaku/index.html 

 

３ 上記は変更となる場合があります。学生募集要項を必ず確認してください。 
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Ⅳ 社会人・学士選抜 

◯ 出願上の注意 

（１）大学入学共通テストの受験を要しません。 

（２）出願書類に重大な虚偽記載が認められた場合、又は出願資格要件を満たしていないことが判明した

場合は、入学後であっても入学の許可を取り消すことがあります。 

（３）判定の結果、基準に満たないと認められる場合は、合格者を募集人員よりも減ずる場合がありま

す。 

（４）個人面接の得点が基準に満たない場合には、不合格とする場合があります。 

 

実施学部・学科名 
健康科学部 

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 

募 集 人 員 ２名 １名 １名 

出 願 資 格 

次の各号のいずれかに該当する者。 

（１）令和９年３月 31日までに満 21歳に達し、社会人経験を３年以上有する者で、

次のいずれかに該当する者。 

  なお、社会人経験には家事従事期間を含むが、夜間、定時制、通信制以外の学

校（大学、短期大学、専門学校等昼間課程）に在籍していた期間は含めない。 

  ① 高等学校を卒業した者（高専３年修了者含む） 

  ② 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者 

  ③ 学校教育法施行規則第 150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等

以上の学力があると認められる者 

（２）大学を卒業した者及び令和９年３月までに卒業見込みの者 

（３）学校教育法第 104条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び令和９

年３月までに学士の学位を授与される見込みの者 

選 抜 方 法 等 

総合問題（高等学校で得た基礎学力に基づき、英文読解力、論理的思考能力、表現力、

自然科学の知識等を総合的に評価する出題を行う）及び面接の結果を総合的に判定し

て行う。 

面接の実施方法 
複数の教員により、15～20分程度の個別面接を行う。出願の際に提出された調査書及

び志望理由書を面接の際の参考資料として使用する。 

配 点 

  

学科 総合問題 面接 総合点 

看護学科 100 100 200 

理学療法学科 100 100 200 

社会福祉学科 100 100 200 

 

 

合 否 判 定 基 準 

総合問題及び面接の総得点順に合格者を決定する。判定の結果、基準に満たないと認

められる場合には、合格者が募集人員に満たない場合であっても不合格とする場合が

ある。特に、面接の得点が基準に満たない場合は、不合格とする場合がある。 

出 願 期 間 令和８年８月 18日（火）～令和８年８月 21日（金） 

選 抜 期 日 令和８年９月 12日（土） 

合 格 発 表 日 令和８年９月 18日（金） 

備 考 
（１）上記は変更となる場合があります。学生募集要項を必ず確認してください。 

（２）本選抜に係る過去問題は公表していません。 
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Ⅴ 編入学者選抜 

◯ 編入年次及び在学すべき年数 

  編入時期は令和９年４月とし、編入年次及び在学すべき年数は次のとおりです。 

 

 

 

 

 
 
◯ 出願上の注意 
（１）出願書類に重大な虚偽記載が認められた場合、又は出願資格要件を満たしていないことが判明した

場合は、入学後であっても入学の許可を取り消すことがあります。 

（２）判定の結果、基準に満たないと認められる場合には、合格者を募集人員よりも減ずる場合がありま

す。 

（３）個人面接の得点が基準に満たない場合には、不合格とする場合があります。 

 

実施学部・学科名 
健康科学部 

社会福祉学科 栄養学科 

募 集 人 員 ４名 ３名 

出 願 資 格 

志望学科ごとに次の要件に該当する者。在学していた学部・学科・専攻は問わない。 

（１）社会福祉学科 

① 学士の学位を有する者、又は令和９年３月までに学士の学位を授与される

見込みの者 

② 短期大学又は高等専門学校を卒業した者、又は令和９年３月に卒業見込み

の者 

③ 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上で、かつ課程の修了に必要な総

授業時間数が、1‚700 時間以上のものに限る。）を修了した者、又は令和９年

３月に修了見込みの者 

④ 大学に２年以上在学し、62単位以上修得した者、又は令和９年３月にこれ

に該当する見込みのある者 
 

（２）栄養学科 

   ① 学士の学位を有する者、又は令和９年３月までに学士の学位を授与される

見込みの者 

 ② 短期大学・高等専門学校を卒業した者、又は令和９年３月に卒業見込みの

者 

選 抜 方 法 等 

個別学力検査等の成績（総合問題、面接）、志望理由書、成績証明書の内容を総合して

行う。 
 

社会福祉学科：短期大学・高等専門学校での学習を含めた基礎学力に基づき、論理的

思考能力、表現力、英文読解力を総合的に評価する。 
 

栄 養 学 科： 生物、化学の知識、理解力を基礎として、短期大学・高等専門学校等

での学習を含めた基礎学力に基づき、英語、国語の読解力、論理的思

考能力、表現力等を総合的に評価する。 

面接の実施方法 
複数の教員により、15～20分程度の個別面接を行う。出願の際に提出された調査書、

成績証明書及び志望理由書を面接の際の参考資料として使用する。 

学科 編入年次 在学すべき年数 

社会福祉学科 ２年次 ３年 

栄 養 学 科 ２年次 ３年 
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配 点 

 

学科 総合問題 面接 総合点 

社会福祉学科 100 100 200 

栄 養 学 科 100 100 200 
 

 

合 否 判 定 基 準 

総合問題及び面接の総得点順に合格者を決定する。判定の結果、基準に満たないと認

められる場合には、合格者が募集人員に満たない場合であっても不合格とする場合が

ある。特に、面接の得点が基準に満たない場合は、不合格とする場合がある。 

出 願 期 間 令和８年８月 18日（火）～令和８年８月 21日（金） 

選 抜 期 日 令和８年９月 12日（土） 

合 格 発 表 日 令和８年９月 18日（金） 

備 考 
（１）上記は変更となる場合があります。学生募集要項を必ず確認してください。 

（２）本選抜に係る過去問題は公表していません。 
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Ⅵ 全選抜共通の出願・入学に関する事項 

◯ 身体に障害等を有する入学志願者の事前相談について 

  本学に入学を志願する者で身体に障害等（学校教育法施行令第 22条の３に定める程度）を有する者

は、受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることがありますので、出願の前に青森県立保健大学教務

学生課まで連絡し、相談してください。 

  なお、詳細については後日発表する学生募集要項を参照してください。 

 

◯ 学校教育法施行規則第 150 条第７号の規定に基づく大学入学資格審査について 

  学校教育法施行規則第 150条第７号に基づく大学入学審査申請期間は次のとおりとします。 

 

選抜方法 大学入学資格審査申請期間 審査結果通知予定時期 

社会人・学士選抜 令和８年７月 17 日(金)～７月 24日(金) 令和８年８月中旬 

一般選抜（前期日程・後期日程） 令和８年 12月９日(水)～12月 21日(月) 令和９年１月上旬 

 

◯ 調査書が提出できない場合の取扱い 

  廃校、被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られない者については、出願開始日の概ね 

１か月前までに相談を受け付けます。 

  なお、この場合の取り扱いは、原則として次のとおりとします。 

  ① 卒業証明書、成績通信簿その他入学志願者が提出できる書類をもって調査書に代えます。 

  ② 入学志願者本人の被災により、上記書類も整えられない場合は、出身学校を所管する教育委員

会、知事又は出身学校長が作成した証明書をもって調査書に代えます。 

 

◯ 初年度納付金 

  ・入 学 料  県内者 225,600円、県外者 338,400 円 

  ・授 業 料  年 額 535,800円（５月、10 月に半額ずつ納付） 

  ・学外実習負担金 

看 護 学 科 31,000円  社会福祉学科 14,000円  

理学療法学科 32,000円  栄 養 学 科 6,000円  

   ※ 実習に伴う交通費、ユニフォーム代、宿泊費等の費用は、別途必要です。 

 

入学時までに入学料及び授業料が改定された場合は、それぞれ改定後の額となります。また、在学中

に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

このほか、後援会費（４年分 50,000円）、同窓会費（終身会費 10,000円）、傷害・賠償保険料等を徴

収しています。 
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◯ 個人情報の取り扱い 

（１）利用目的 

   志願者から提出いただいた個人情報は、入学者選抜のほか、次の範囲で利用させていただきます。 

   ① 入学者の学籍管理及び学生生活支援に関すること。 

   ② 入学者選抜の改善のための調査・研究に関すること。 

   ③ その他、教育・研究に関すること。 

 

（２）第三者への提供 

   上記（１）の各業務での利用にあたっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた業者に

おいて行うことがあり、その場合、当該業者に対して、委託した業務を遂行するために必要となる限

度で、知り得た個人情報の全部又は一部を提供します。 

 

（３）国公立大学間の情報提供 

国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名、高等学校等

コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って、合否及び入学手続き等に関する個人情報を独立

行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に提供します。 

 

◯ 学生募集要項の請求時期及び方法 

  入学者選抜に関する細目を記載した学生募集要項及び出願に必要な書類等は、下記に示した時期に本

学ホームページで公表する予定です。学生募集要項は紙媒体では発行しません。すべての選抜におい

て、インターネット出願となります。 

 

     青森県立保健大学ホームページ https://www.auhw.ac.jp/boshu/exam/shiryou 

 

 

学生募集要項の種別 公表時期（予定） 

社会人・学士選抜、編入学者選抜 令和８年６月 30日 

学校推薦型選抜 令和８年８月 31日 

一般選抜（前期日程・後期日程） 令和８年 10月 30日 
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Ⅶ 大学までの交通案内 

◯ 鉄 道 

   新青森駅から JR奥羽本線で青森駅を経由し、青い森鉄道八戸方面行きで東青森駅で下車。大学まで徒

歩 10分（約１㎞）。※最寄り駅は、弘前方面からは東青森駅、八戸方面からは小柳駅。 

 

◯ バス（青森市営バス） 

   新青森駅南口から東部営業所方面行きで青森駅前バス停で下車（約 15分） 

   青森駅前バス停から明の星通り線で県立大学前バス停で下車（約 20分） 

 

◯ 車・タクシー 

   青森駅から約 15分、新青森駅から約 20分 

   青森自動車道（青森中央 IC）から約 15分 

   青森空港から約 30分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◯ 入学試験に関する問い合わせ先 

   青森県立保健大学 教務学生課 入試担当 

   〒030－8505 青森市大字浜館字間瀬 58－１ 

         電 話 017－765－2061（直通） 

         ＦＡＸ 017－765－2188 

 

 

北
海
道
新
幹
線 
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〈参考〉令和８年度入学者選抜結果 
 

◆ 選抜状況 
 

【看護学科】                                  単位：名 

選抜区分 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 
うち追加

合格者数 
入学者数 

学校推薦型

選抜 

一般枠 
県内者 36 74 74 38 － 38 

県外者 7 14 14 7 － 7 

地域定着枠（県内者のみ） 5 4 4 3 － 3 

社会人・学士選抜 2 0 0 0 － 0 

一般選抜 
前期日程 47 153 134 52 0 49 

後期日程 8 148 44 13 0 10 

計 105 393 270 113 0 107 

 

【理学療法学科】                                単位：名 

選抜区分 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 
うち追加

合格者数 
入学者数 

学校推薦型

選抜 
一般枠 

県内者 9 22 22 10 － 10 

県外者 3 9 9 3 － 3 

社会人・学士選抜 1 2 2 1 － 1 

一般選抜 
前期日程 15 64 56 17 0 16 

後期日程 3 79 22 3 0 3 

計 31 176 111 34 0 33 

 

【社会福祉学科】                                単位：名 

選抜区分 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 
うち追加

合格者数 
入学者数 

学校推薦型

選抜 
一般枠 

県内者 15 37 37 17 － 17 

県外者 3 2 2 1 － 1 

社会人・学士選抜 1 0 0 0 － 0 

一般選抜 
前期日程 25 44 44 28 0 26 

後期日程 6 86 22 11 0 10 

計 50 169 105 57 0 54 

 

【栄養学科】                                  単位：名 

選抜区分 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 
うち追加

合格者数 
入学者数 

学校推薦型

選抜 
一般枠 

県内者 6 16 16 7 － 7 

県外者 2 6 6 2 － 2 

一般選抜 
前期日程 19 32 31 22 0 21 

後期日程 3 24 3 3 0 3 

計 30 78 56 34 0 33 
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◆ 入学者の内訳 

                                        単位：名 

区分 入学者数 
県内外者の内訳 男女の内訳 現役・浪人・社会人の内訳 

県内者 県外者 男性 女性 現役 浪人・社会人 

看護学科 107 56 51 6 101 107 0 

理学療法学科 33 18 15 16 17 32 1 

社会福祉学科 54 37 17 11 43 54 0 

栄養学科 33 13 20 3 30 32 1 

計 227 124 103 36 191 225 2 

 

◆ 都道府県別志願・合格状況等 

                      単位：名 

都道府県等 志願者数 合格者数 入学者数 

北海道・東北 

北海道 90 31 27 

青森県 396 127 124 

岩手県 94 20 18 

宮城県 37 7 7 

秋田県 64 20 20 

山形県 36 9 9 

福島県 16 6 5 

関東 

茨城県 9 2 2 

栃木県 6 2 2 

埼玉県 2 1 1 

東京都 7 2 2 

神奈川県 2 0 0 

中部 

新潟県 11 2 2 

富山県 5 2 1 

長野県 4 1 1 

岐阜県 7 2 2 

静岡県 9 2 2 

愛知県 8 1 1 

近畿 

三重県 1 0 0 

京都府 1 0 0 

兵庫県 6 0 0 

中国・四国 

島根県 1 0 0 

岡山県 1 0 0 

広島県 1 1 1 

九州・沖縄 
長崎県 1 0 0 

沖縄県 1 0 0 

 

※１ 高校等所在地別によるため、入学者の内訳と異なることがあります。 

※２ 志願者のいない都道府県は除いています。 


